
芳賀　整脳神経外科部長

（2ページにつづく）

芳賀部長 井上医師 白水医師

　現在、小倉南区および豊前、京築地区で救急専門医、脳神経外科、脳血管内科、脳神経内科そして脳血管内治
療医が揃った病院は当院のみとなっています。そのため神経系急患が増加しております。2019年4月から脳神経外
科は念願の4名体制に増員されました。従来対応の難しかった手術日である月・木曜日を含め、いかなる場合でも
迅速に対応することが可能となりました。どうぞよろしくお願いいたします。
　今後は血栓回収脳卒中センター（TSC： Thrombectomy-capable Stroke Center）の設立を目指していく予定です。

　当科では、脳動脈瘤、脳動静脈奇形、硬膜動静脈瘻等の脳血管疾患に対して開頭手術および脳血管内治療（カテー
テル治療）それぞれの指導医・専門医がディスカッションのうえで、最適な治療方法を選択し、互いに協力して
治療に取り組んでおります。特に近年では脳血管内治療の技術の進歩、デバイスの開発、改良によって、より安全、
確実な治療が可能となってきています。

脳神経外科
地域連携の中でお役にたてる脳神経外科を目指します

診療科紹介

脳血管疾患に対して先進的なカテーテル治療を行います

徳永医師

地域住民と勤労者の皆様に、良質で安全な医療を提供します。

● 患者さんの権利を尊重し、患者さん中心の医療を提供します。
● 地域医療機関との連携を重視し、中核病院として高度専門医療を担います。
● 働く人々の健康を守り、治療と仕事の両立を支援します。
● 患者さんに寄り添う心と、高い技能を兼ね備えた医療人を育成します。
● 経営基盤が安定し、働き甲斐のある病院づくりを目指します。
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当院での年別脳血管内治療件数

Onyx 液体塞栓物質
（日本メドトロニック株式会社）

代表症例

　当院では、2015年に脳血管内治療を開始し、
2016年に脳血管内治療専門医である鶴﨑雄一郎
医師（脳血管内科）が赴任、2018年に脳血管内
治療指導医・専門医である徳永聡医師（脳神経
外科）が赴任し、脳血管内治療専門医２名が治
療に従事しており、予定治療のみならず、緊急
治療にも24時間365日対応可能となり、治療件
数は年々増加傾向です（図１）。
　脳血管内治療の最新トピックスとして、これ
まで脳動静脈奇形の術前塞栓のみに適応のあっ
た Onyx 液体塞栓物質（図２）が、硬膜動静脈
瘻に対しても適応が拡大され、保険償還開始と
なったことが挙げられます。2018年 9 月 1 日か
ら保険償還が開始され、当院でも治療可能とな
りました。当院では、2018年に硬膜動静脈瘻に
対する脳血管内治療を 7 件施行しております
が、そのうち 3 件が Onyx 液体塞栓物質を用い
た最新治療となります。この治療の出現で、こ
れまで根治困難であった症例や再発を繰り返す
症例に対して、根治的な治療が可能となり、当
院でも良好な成績となっております（図３）。
ただし、硬膜動静脈瘻の症例すべてがこの治療
の適応となるわけではなく、術前に詳細な血管
解剖学的な検討が必要不可欠となりますので、
あらかじめ脳血管造影検査を施行し、適応評価
を行います。
　今後も、脳血管疾患に対して先進的なカテーテル治療を安全確実に提供できるよう努力していき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。
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治療前 治療後Onyx塊
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脳神経外科
診療科紹介

脳血管内治療専門医が従事し、緊急治療にも対応
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ゴールデンウィーク診療体制のお知らせ2019年

医 師 交 代 のお知らせ

新任 退職

嶋田　伸吾 福原　沙希 原　可奈子 堀内　俊博

谷口　亮子

島袋　活子

中村　　吏 安部　周壱

松永　崇史

しんご ふくはら さ　きしまだ

柴田　茉祐
しばた ま　ゆ

内田　尚宏
うちだ なおひろ

川口　貴子
たかこかわぐち

千葉　要祐
ようすけち　ば

内 科

原田　　林 安森　　翔 立花　雄一
しげる やすもり しょう

松口　崇央
まつぐち たかひろはらだ

消 化 器 内 科

太田　圭祐 大石　　基
けいすけおおた

精 神 科

髙木　勇人 友原　沙織脳 血 管 内 科

島本　太郎樋口　尚子
なおこひぐち小 児 科

又吉　信貴 田村　和貴 北原光太郎 長尾　祐一

村上　剛史

沖本　隆司
おきもと たかしのぶたかまたよし

司城　昌大 安部　大介
あ　べ だいすけまさひろしじょう

外 科

鍋島　　央 髙﨑　　実 福島　　俊

園田　裕樹加峯　亮佑戸次　大史
ひろふみべっき りょうすけか　ぶ

あきらなべしま

蓑川　葉子
ようこみのかわ

上田　修平
しゅうへいうえだ

整 形 外 科

井上　大輔
だいすけいのうえ

吉岡　　学
まなぶよしおか

脳 神 経 外 科

佐藤沙耶加

阿部　立郎 山崎　清玄

皮 膚 科

柚木　貴和
たかかずゆのき

坂本　卓郎
たくろうさかもと

泌 尿 器 科

平野　　文 成瀬　　翔
あやひらの

眼 　 　 科

二宮　正樹森山　利幸
としゆきもりやま

リハビリテーション科

柴原　真美
ま　みしばはら

産 婦 人 科

長谷川　潤 山岸　靖宜村岡　秀崇 今村香奈子 久原　孝博
よしたか いまむら かなこむらおか

中村　圭吾
けいごなかむら

岩垣　端礼
はれいいわがき

小宮山敬祐
けいすけこみやま

循 環 器 内 科

橋本　　航麻 酔 科

山口　俊博放射線治療科

長谷川翔一
しょういちはせがわ

耳 鼻 咽 喉 科

野村　大輔 下村悠太朗
だいすけのむら

放射線診断科

　2019 年のゴールデンウィーク
の病院の診療体制につきまして
は、4月27日（土）～5月6日（月）
まで、土・日・祝日の診療体制（急
患対応のみ）となります。

日　時 診療体制

4月27日（土）
土・日・祝日の診療体制
（急患対応のみ）

～

5月6日（月）
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直通TEL

E - m a i l  

093-475-9686

看 護 師

室　　長

専用FAX

renkei.renk-k@kyushuh.johas.go.jp
地域医療連携室STAFF

093-473-5903 地域医療連携室をご利用ください

中島　 信能副 院 長

診療案内

地域医療連携室

午前8時15分～午前11時受付時間

急患は24時間随時受け付けます救急受付

午前8時45分～午後5時15分診療時間

土曜日・日曜日・祝日
年末年始（12月29日～1月3日）

5,400円
診療情報提供書のご持参を
お願いしております

休診日

初診時
選定療養費

● 電話・ＦＡＸによる紹介患者さんの受診予約・事前受付
● ＭＲＩ・ＣＴ・胃カメラ等の検査予約
● 救急診療のご依頼
● 転院に関する相談・紹介・問い合わせ
● 診療に関する様々な問い合わせ
● 患者さんに関する情報や返事が滞っている場合
● 診療情報提供書の発送業務
● 開放型病床利用に関すること
● セカンドオピニオン外来に関すること

事   　務

M S W

課 　 長

看護副部長

坂出 　友美／西村 ますみ／竹中 　芳美

今村 　　剛

山口　 美香

係 　 長

がん看護専門看護師

村岡 美紀子

岩﨑　 玲奈
慢性疾患看護専門看護師・脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 安永 　　惠

九十九 孝子／武久 亜紀子／久保 　良恵／黒田　 早苗

〒800-0296 北九州市小倉南区曽根北町１－１

ホームページ　http://www.kyushuh.johas.go.jp
TEL 093-471-1121（代表）

九州労災病院前九州労災病院前

下曽根駅前下曽根駅前 中曽根新町中曽根新町

小倉東IC

JR日豊本線

市道222号線

苅田
行橋
苅田
行橋

トライアル

門司 北九州空港

小倉

安部山
公園駅

苅田駅

九州労災病院
労働者健康安全機構

国道10号線（バイパス）

ヤマダ
電機
ヤマダ
電機

サニーサイド
モール小倉
サニーサイド
モール小倉

ベスト電器

寺迫口寺迫口

下曽根駅 朽網駅

旧国道10号線

津田西津田西

寺迫口北寺迫口北

新竹馬橋北新竹馬橋北

AccessMAP
周辺案内図

北九州都市高速 長野出口

公認心理師・臨床心理士 佐々木美保
※事前申し込み不要。

※お車でお越しの方は
　当院患者専用駐車場を
　ご利用下さい。

受け付けにて
無料駐車券を
お渡しいたします

全ての職種の方が
対象となっており

ますので、

多数のご参加をお
待ちしております

九 労 地 域 医 療 連 携 勉 強 会

４月18日 木 当院３階　講堂
19時00分 20時00分～

場　　所

開催時間

五月病
～わかるようでわからない心の手当てについて～

日　　程

スポーツ整形外科副部長 田代　泰隆

６月20日 木 当院３階　講堂
19時00分 20時00分～

場　　所

開催時間

膝のスポーツ外傷と障害
日　　程

研修会
ご案内
の


